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VLBI懇談会役員会議事録 
----------------------------------------------------------------- 
会議名：VLBI 懇談会 役員会 
時間：2005年 4月 27日 (水) 14:00 - 17:00 
場所：国立天文台 南研 2F院生セミナー室 ＋ 電話会議 
参加者（敬称略） 
  徂徠（北海道大学）、近藤、小山（情報通信研究機構）、藤下（九州東海大）、 
  高羽（岐阜大）、高島（国土地理院）、土井（極地研：渋谷代理）、 
  亀野、三好、川口、小林、井上、柴田（国立天文台）、村田（JAXA) 
  OBSERVER 盧（大徳天文台）  
電話会議：藤沢（山口大）、面高（鹿児島大）、 
 欠席：梅本（国立天文台） 
 
資料１：機関報告 北海道大学（徂徠） 
資料２：国土地理院機関報告(高島) 
資料３：情報通信研究機構報告（近藤） 
資料４：国立天文台三鷹地区機関報告（柴田） 
資料５：機関報告 岐阜大学（高羽） 
資料６：宇宙航空研究開発機構 宇宙科学研究本部 機関報告（村田） 
資料７：VERA観測所の現状と大学連携 VLBI観測・東アジア VLBI観測網について(小林） 
資料８：鹿児島大学の報告（面高） 
資料９：国土地理院放出の K4システムについて（小林） 
資料１０：K4関連装置一覧（高島） 
資料１１：VLBI懇談会 2004年総会議事録・2004年予算案（村田） 
資料１２：VSOP-2計画の実現に向けて（村田） 
 
1. 機関報告 
  北海道大学 （徂徠） 資料 1  
  国土地理院 (高島) 資料２ 
  情報通信研究機構（近藤）資料３ 
  国立天文台三鷹 (柴田) 資料４ 
  岐阜大学（高羽）資料５ 
  JAXA・宇宙研 （村田）資料６ 
  VERA・大学連携 VLBI観測 資料７ 
  鹿児島大学 資料８ 
  九州東海大(藤下)、資料なし 
      宇宙地球情報工学科がリモートセンシング学科に名称変更する。 



      電波分光計の開発。 
      宇宙分野の大学院生１人。 
  極地研（土井）、資料なし 
      南極 VLBI実験 2004年 10月から 32(?) 実験  
      昭和実験は 2004年で終了。 
      2005年から K5に移行。OHGINS実験 1,2 月に 3回行う。 
      CRDSセッション 4月に 1回、5月にもう 1回行う予定。 
      地理院と同様 K4の機材(DIR, Tape, DFC1100)の放出がある。2006年 4月以降。 
  山口大(藤沢)、資料なし 
      大学連携観測を行っている。 
      4/1 から 研究員 土居さん。M2 4人、 M1 3人、学部 3人 
      昨年M2の学生が、宇宙研の総研大大学院生になった。 
 
2. VLBI懇談会総会について（資料１１） 
  議事録およびそのときに不完全であった 2005年予算案について承認した。 
 
3. 国土地理院の K4関係機器、放出について（資料９、１０） 
  高島幹事より放出品リストの提示（資料１０、V懇メーリングリストでも提示済） 
  おもなユーザが、三鷹相関器を使う、大学連携観測および東アジア VLBIネットワーク 
  であるので、まず国立天文台が物品を取得しそれを配布する。配布案は、小林幹事が提示。 
  基本的に小林幹事の案でよいことが承認された。 
 
4. VSOP-2について 
 
  VSOP-2についてVLBI懇談会で支援することが VLBI懇談会総会で確認され、支援に関する
手紙の文案が村田より提示された。いくつかのコメントがあり、それに基づき村田が修正後メー

ルにて幹事に配布し承認する。 
 
  過去のプロジェクトに対する支援の文書があるので、それを確認する。 
 
5. 2005年 12月開催予定の VLBI懇談会について 
  岐阜大学：大学院カリキュラム改正の作業かなり大変で難しい。 
  北海道大学：やることは可能であるが、秋の天文学会も北海道大学。 
  国立天文台が担当する：石垣島、那覇、三鷹の３つの案あり。 
    沖縄、特に石垣島は、旅費の問題があるが対応できるか？ 
    日韓 VLBIシンポは 12月に石垣島開催予定である。 
    石垣島は場所の問題がある。 
 



  面高幹事、藤沢幹事より岐阜大でやることは重要ではないか？ という意見あり。 
  岐阜大と面高幹事が調整し５月末までに岐阜大でやれるかどうかの判断をする。 
  岐阜大で行えない場合は、国立天文台担当とし、開催場所は、天文台で相談し、 
  次回役員会に提案する。その後 9月上旬に場所のアナウンスを行う。 
 
6. 次回事務局 
  1996-1999 CRL(現 NICT)、2000-2004 国立天文台 三鷹 
  最近は 4年ごとで回していたが、規定では 2年で交替。 
  事務局側で打診し、次回役員会に提案する。 
 
7. その他 
 
幹事の交替について、 
 
極地研、渋谷幹事より幹事を土井氏に変更の旨のご連絡があったが、幹事については VLBI 懇
談会会員による承認事項であるので、土井氏については 2005 年 12 月までは渋谷幹事の代理と
して役員会にご参加いただき、2006 年のほかの幹事の交替と一緒に承認手続きをしていただくこ
ととした。（事務局の事務作業の軽減のため） 
 
 
8．次回日程 
     8月 31日(水）14:00 - @ 極地研 会議室 （電話会議あり、詳細は土井氏より調整） 
 
------------------------------------------------------------------------------- 


